
動物園動物の感染症 

2017.9.21 動物園動物の獣医学 4 



 動物間 
   コアラのレトロウイルス感染症 
   ニホンザル（マカカ属）のＢウイルス感染症 
      オウム病 
   結核（人から感染） 
 ネズミ類が伝搬する感染症 
   レプトスピラ症 
   エルシニア症：Y.enterocolitica,Y.pseudotuberculosis 
 園内を徘徊する動物が伝搬する感染症 
   ネコの感染症が野生ネコ類に伝搬 
   キツネの糞から：エキノコッカス症 
   渡り鳥から感染：HPAI 
 飼料から感染 
   BSE 



ニホンザルのＢウイルス感染症 

 1932.10.22W.B.ブレブナーＮ.Ｙ.大助教授がアカゲザルに
指を咬まれる。 

 神経障害、呼吸困難で２週間半ほどで死亡。 

 遺体から採取した組織を用いてヘルペスウイルスを検出。 

 日本、中国、東南アジア、インドに分布するマカク属サル
に広く自然感染している。ほとんど無症状。 

 米国を中心に約40件の事故があり、７割が死亡している。 

 アジアでの死亡報告例はない。 

 通常、Ｂウイルスは潜伏状態。咬まれても事故の危険少。 

 飼育環境の変化等ストレスにより不活性のウルスが活性
化されて、口腔粘膜や生殖器粘膜から排泄される。 

 



牛海綿状脳症（BSE）                  
 イギリスでは２００年以上前からスクレイピーが
知られていた。 

 スクレイピーに感染したヒツジをウシの餌として
使用 

 ヒツジの骨や肉を細粉して与え、ウシを効率よく
肥育。 

 

 



                    
牛海綿状脳症（BSE）       
 １９９０年代にロンドン動物園のチーターが

BSEで死亡。 
 １９９６年３月英国で人がBSE感染牛を食
べて感染した疑いがあると発表。 



  

    

   

  

キツネザル科 ： ブラウンキツネザル                   

            マングースキツネザル     

オナガザル科 ： アカゲザル 

イヌ科      ： イヌ  

ネコ科            ： ネコ 、 トラ 、 ライオン、 チーター 

                           ピューマ 、 オセロット 

ウシ科           ：   ニアラ 、 ゲムズボック 、シロオリックス 

                   アラビアオリックス、アンコール牛   

                    ヨーロッパバイソン、クーズー、エランド  

  

  

 



ローランドゴリラのエキノコックス症 
1994年8月北海道の動物園でゴリラが死亡 

剖検でエキノコックス症と判明 

 脳腫瘍を思わせる激しい痙攣 

 剖検で肝に大きな膿瘍、肺の結節 

 脳に３ｃｍ大のエキノコックスの塊（シスト） 

94年8月27日～95年4月末まで閉園 

（通常10月下旬～翌年4月末まで冬季閉園） 



・エキノコックス（多包条虫：体長1.2～4.5mm） 

人が北海道に持ち込んだ病気 

礼文島：町がネズミ退治と毛皮目的で千島列島の新知
島（しんしるとう）からエキノコッカス感染キツネ導入  
１９３７年発見。 

根室・釧路地方：歯舞諸島で養狐業者に放置されたキ
ツネが流氷に乗り根室半島に漂着。 

1965年～人への感染例次々に発見。 

キタキツネブーム、餌付けなど人の活動で拡散。 

1993年4月～北海道庁は全道を汚染地域とする。 

 



動物園動物のエキノコッカス感染事例 
 
ムササビ 
ワオキツネザル 
リスザル 
ダイアナモンキー  
ニホンザル 
シロテテナガザル  
オランウータン    
ローランドゴリラ 
 



ヘラジカのクラミジア症 
～神奈川県の動物園の事例 

 2001年６月 神奈川県の動物園でヘラジカが出
産。難産介助に職員５名従事 

 風邪や肺炎に似た不明熱疾患発症 

   ＜発熱・呼吸器症状・筋肉痛＞ 

 動物園における集団発生と判断 

 国立感染症研究所の調査 

 潜伏期間６～１０日、１００％発症率 

 6月16日 閉園 

 7月19日開園 

 



ヘラジカのクラミジア症 

胎盤から多数のクラミジア検出 

 

疫学調査により不顕性感染をおこしていた
クラミジアが出産介助という作業のなかで
動物から人に感染と判明 
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今回の安佐の件は、治療担当獣医が北大獣医学部出身
まず北大に相談 
 
山口大学の微生物や麻布大学の病理に検査依頼 
 
感染研の獣医科学部・森川先生と山口大の獣医微生物
学教室・前田先生に相談 
 
その後の検査や職員への感染対策などで助言を頂く 
 
マダニ対策については、感染研の昆虫医科学部の沢辺
先生、葛西先生に助言を頂く 
 
不明な疾患に遭遇した場合の相談、検査体制が不備 
 
  
 



オウム類のオウム病（クラミジア症） 
～島根県の鳥類展示施設の事例 

 ２００１年 
 ７・２３ 開園 
１０・３０ 千葉県の鳥類展示施設から感染源と 

        見られるオウム類を搬入 
    １２・２９ 保健所は従業員のオウム病感染を 

       疑い事前調査 
１２・３１ 従業員１人目の感染確認。 

       同社は「感染源の疑いのある千葉県の   

       施設から導入した４羽は当初から隔離し 

       来園者と接触ない」と説明 
 



オウム類のオウム病 

 ２００２年 
１・７  従業員２人目の感染確認 
１・１１ 従業員３人目の感染確認 
１・１２ 従業員４人目と来園者１人目の感染確認。 

      市、管理運営会社を聴取 
１・１３ 管理運営会社が「疑いの鳥が来園者と接 

      触した可能性」と報告 
１・１４ 市が鳥の施設の一部を閉鎖 
１・１６ 管理運営会社の再調査で、他の施設も感 

      染の疑い鳥の温室閉鎖。 

 



 １・１７ 来園者２人目の感染確認 
１・２２ 来園者３人目の感染確認 
１・２４ 来園者４人目の感染確認 
１・２６ 専門家９人によるオウム病調査委員会発足 
１・２８ 施設内の鳥の糞など対象に県が病原体検査 

       陽性反応との連絡 
１・２９ 全面閉園。来園者５人目の感染確認。        

   1・３０ 新たに女性来園者(6人目）の感染を確認 
       感染者は飼育係４人を含め計１０人。 
    ３・１８ 感染者、来園者１１人、飼育係５人の計１６人。
５・１  3ヶ月ぶりに再開園 

 



      

最終検査結果/                                                                           
12検体から陽性反応     
県は3月１２日、展示施設で採取した１７０検体のうち、

鳥の展示・飼育施設二棟の鳥の糞１２検体から、クラミ
ジアの陽性反応が出たと最終検査結果を発表。 

「トロピカルエイビアリー」から採取した８検体と、インコ
に客が直接えさを与えていた「パラダイスホール」奥の
飼育施設・バックヤードからの３検体、死亡した鳥から
採取した１検体の12検体が陽性。 

検体として不適切な１検体を除く残り157検体は陰性。        

 



飼育の鳥が感染か/国立感染症研究所 
 

10月18日、国立感染症研究所のＰＣＲ検査の結果

、クラミジアの遺伝子塩基配列が、国内の一般的な
標準株と千葉県内から鳥を搬入した他施設の株は
一致。島根県の鳥類展示施設で飼育していた鳥の
ものは異なる。 

感染した患者の血清を用いて各株の反応を比較
解析した結果、鳥類展示施設の株だけに抗体反応
が認められ、同パークで飼育していた鳥が感染源で
ある可能性が高いと結論づけられた。 



高病原性鳥インフルエンザ 

 インフルエンザウイルスはA、B、C型に分類 

  A型：鳥類、哺乳類に病原性 

      野生水禽類が保有するA型は低病原性 

       強毒株は高病原性鳥インフルエンザとよばれる 

      インフルエンザウイルスを渡り鳥が運搬： 

      1976-78年カナダで4827羽のウイルス分離調査実施 

      カモ類全体で26％陽性、オナガガモは34％ 

  B型：ヒトのみに流行 

  C型：ヒト感染するが非病原性 



高病原性鳥インフルエンザ 

A型インフルエンザウイルス感染による家禽の病気のうち、 

ニワトリやシチメンチョウに致死性の高い病原性を示す病気。  

かつては家禽ペストと呼ばれていた 

 

A型インフルエンザウイルスは、ウイルスの表面にあるタンパク
質であるHA（赤血球凝集素、hemagglutinin）とNA（ノイラミニダ
ーゼ、neuraminidase）の種類によって亜型に分類でき、「H5N1
亜型」などと表し。 



鳥インフルエンザ感染への対処 
 
人：厚生労働省 
ヒトへの感染例が確認されているものは、高病原性はＨ５Ｎ１
およびＨ７Ｎ７亜型ウイルス、低病原性はＨ９Ｎ２亜型ウイルス
がある。 

家禽：農林水産省 
ニワトリ、ウズラ、アヒル、七面鳥などの家禽がもっているＡ型
インフルエンザウイルスによる感染症 
鳥に対する病原性の強さから高病原性と低病原性に分類。 

野鳥：環境省 



今後の課題 
 
１． 国内への侵入の早期発見や病原性の早期判明に努める。そ

のためには、いかに効果的に死亡野鳥の検査を行うかが重要であ
り、リスク種の選別等による回収の効率化を検討する必要がある。 
 
２． 昨シーズンは野鳥の大量死の発生は確認されなかったが、今

後も発生場所での感染拡大状況に十分注意することが必要である
。 
 



今後の課題 
 
３．全国的な野鳥への給餌の状況把握、安易な餌付けの防止を図
る。また、出水等の集団渡来地においては、昨シーズンの分析を
進めるとともに、それぞれの地域での対応方針の整理に努める。
また、希少種等の個体群の集中化・高密度化が認められる場合は
、高病原性鳥インフルエンザのみならず、感染症による大量死等
によって種の安定的な存続に影響が及ぶ可能性もあることから、
長期的には当該個体群の分散化を図る。 
 
４．近隣国における発生情報を常に把握し、国内へのウイルスの
侵入に効率的かつ迅速に対応できる体制を整えておくことが重要
である。 





日本獣医師会の緊急提言 平成16 年2 月19 日 
小学校、幼稚園・保育園、教育委員会等の教育関係者・保護者の皆様 
 

学校飼育動物の鳥インフルエンザ対策について（抄） 
 
 ニワトリ、チャボや小鳥などを飼育している学校、保育園・幼稚園等の先生
や保護者の方々から、日本獣医師会などに対して、子どもへの感染を心配
する声や相談が寄せられていますが、ニワトリや小鳥が危険だということで
はありません。人間も鳥もインフルエンザの予防は同じです。清潔な状態で
飼育し、インフルエンザを運んでくる可能性がある野鳥が近くに来ないように
し、ウイルスがいるかもしれない鳥の排泄物に触れた後には手洗いとうがい 
をすれば感染の危険はありません。 
 日本獣医師会は、子どもの豊かな心を育てるために動物とふれあう情操
教育が大変に大事だと考え、学校で飼育されている動物の診療をはじめ、
動物の健康管理や飼育のお手伝いを行っています。教育関係者、保護者の
皆様方には、ぜひとも「学校における動物飼育」の意義を問い直していただ
きたいと思います。 
 日本獣医師会は、様々な生物の命をみつめ、育む職業である獣医師の団
体として、今後とも学校飼育動物に対する支援を継続いたします。 



人と動物のよりよい関係を 
築くために 

 動物園の使命の一つは、野生動物の飼育展示
をとおして人と動物のよりよい関係を築くこと  

   →   野生動物との共存 

 病原体を持っているから排除するのではなく、人
が動物や病原体と、どううまくつきあっていくか。 

 動物は汚い、怖いといった誤ったイメージが伝わ
るようでは逆効果 

 マスコミに正しい情報を流すよう働きかける 

 

 



動物園で人と動物の共通感染症が 
疑われた場合の課題と問題点 

 動物：病気が発生した場合、どこに検査を頼めば    
よいか → 検査検体の依頼ルート確立 

      新入動物の検疫・検査 

 職員：健康管理、職員への周知、啓蒙 

 来園者の健康管理：公衆衛生 

  職場マニュアルの作成、2と3は産業医との連携 

 施設の衛生管理 

 危機管理体制の確立  

 報道対応 
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